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７
月
７
日
、
対
馬
市
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
「
若
い
経
営
者
の
主

張
大
会
」
が
対
馬
市
商
工
会
美
津

島
支
所
で
行
わ
れ
、
各
支
部
の
代

表
６
名
が
青
年
部
活
動
や
地
域
振

興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
世
代

を
担
う
若
者
ら
し
い
観
点
で
意
見

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
表
時
間
は
１
人
10
分
。
審
査

基
準
は
内
容
や
構
成
、
表
現
力
、

態
度
な
ど
。
６
名
の
発
表
者
は
経

済
的
な
冷
え
込
み
が
続
く
厳
し
い

対
馬
の
現
状
を
訴
え
る
と
同
時
に
、

地
元
の
将
来
を
自
分
た
ち
で
何
と

か
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
溢

れ
た
素
晴
ら
し
い
内
容
を
、
力
強

く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
見
事
最
優
秀
に
輝
い
た
の
は
、

美
津
島
支
部
の
佐
伯
卓
也
さ
ん

（
27
歳
）
。
佐
伯
さ
ん
は
大
学
を

卒
業
し
、
福
岡
で
ス
ー
パ
ー
に
勤

務
し
た
後
、
地
元
に
戻
っ
て
き
て

約
１
年
半
。
現
在
、
父
の
経
営
す

る
ス
ー
パ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
発
表
「
青
年
部
活
動
と
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
、「
島

を
大
切
に
思
う
心
が
街
づ
く
り
の

第
一
歩
。
そ
の
心
を
大
切
に
み
ん

な
が
力
を
合
わ
せ
て
、
豊
か
で
美

し
い
島
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

　
県
大
会
は
９
月
７
日
、
長
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
対
馬
代

表
と
し
て
佐
伯
さ
ん
が
出
場
し
ま

す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
そ
の
他
、
優
秀
賞
に
は
上
県
支

部
の
糸
瀬
雅
之
さ
ん
と
、
峰
支
部

の
鍵
本
尚
弥
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
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←半井桃水（1860－1926）：厳原町生まれで新聞記者や大衆小説家として活躍。父
の仕事のため少年期を釜山で過ごし韓文化の影響を受ける。10代の中頃上京し京都や
大阪で記者として活躍。また大阪朝日新聞社より海外特派員第１号として渡韓。帰京
後、新聞で小説を発表し流行作家となる。代表作「胡砂吹く風」「天狗廻状」など。
また、樋口一葉の小説の師でもあった。

　厳原町中村地区の半井桃水生家跡地に建設さ

れていた「まちづくりコミュニティ支援交流

館」（通称：半井桃水館）がこのほど完成。７

月15日、開館を祝おう会主催によるオープニン

グイベントが行われました。

　当日館内のホールでは、ソプラノ歌手による

コンサートや厳原中学校ブラスバンドの演奏会

などが催され、多くの来館者とともに開館を祝

いました。

　同交流館は、木造２階建てで総工費約１億３

千万円。館内にはホールや和室、茶室などの他

に、半井桃水や明治時代に美人写真コンテスト

で２位になったほどの美貌の持ち主「洗い髪の

お妻」など地元の有名人をパネル等で紹介する

展示室も設けられております。

　今後この施設は、住民の地域活動や教育、観

光、社会教育の拠点として広く市民に利用され

る予定です。

～厳原町中村地区にオープン～�
まちづくりコ�
ミュニティ� 支援交流館（通称：半井桃水館）�

�

ホールで演奏を行う�
厳原中ブラスバンド�

展示室�

対
馬
市
商
工
会
青
年
部�

若
い
経
営
者
の
主
張
大
会�★最優秀賞を獲得した�

　佐伯卓也さん�

なから  い   とう  すい�

なから い とう すい

なから い とう すい



「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
７
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の

10
日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
各
地
で
は
、
交

通
安
全
協
会
や
母
の
会
な
ど
に
よ
る
「
さ
わ
や
か
作
戦
」
や
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運

転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
毎
年
７
月
は
法
務
省
が
提
唱
す

る
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

の
強
調
月
間
と
し
て
、
罪
を
犯
し

た
人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
青
少
年
が
犯
罪
の
道
に
進

ま
な
い
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
達
を
守
ろ
う
と
す
る
運
動
が
全

国
的
に
展
開
さ
れ
、
今
回
で
56
回

を
迎
え
ま
す
。

　
７
月
３
日
、
対
馬
地
区
保
護
司

会
の
小
山
博
会
長
を
は
じ
め
６
名

の
保
護
司
の
出
席
の
も
と
、
同
運

動
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
山
会
長
は
出
発
式
の
中
で
、

県
内
で
こ
こ
数
年
立
て
続
け
に
起

こ
っ
た
児
童
に
よ
る
悲
惨
な
殺
人

事
件
に
ふ
れ
、
「
長
崎
県
で
も
犯

罪
や
非
行
が
多
い
都
市
が
増
え
て

き
た
。
お
互
い
に
被
害
者
・
加
害

者
の
立
場
に
な
ら
な
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
私
た
ち
保
護
司
会

も
行
政
と
の
話
し
合
い
を
続
け
な

が
ら
、
地
域
社
会
を
明
る
い
も
の

に
し
て
行
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
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　市の人権擁護委員に美佐保翼さん（64

歳）が就任しました。

　美佐保さんは元教諭で、昭和37年に美

津島町の養和小学校へ赴任後、峰町の志

多賀小学校では教頭として勤務され、そ

の後南高来郡加津佐町の山口小学校、上

対馬町の豊小中学校、厳原町の金田小学

校では校長として活躍されました。

　任期は、平成18年７月１日から平成21

年６月30日までの３年間です。

　人権擁護委員は、国民の基本的人権の

監視、救済などの処置、人権思想の普及

高揚などを使命とし法務大臣より委嘱さ

れます。

　なお、対馬市全体で現在11名の人権擁

護委員さんが活躍しています。

　平成８年12月から９年７ヶ月にわたり、

旧厳原町及び市の人権擁護委員として活

躍されてきた平山三智子さんが６月30日

付けで退任され、これまでの功績に対し

法務大臣より感謝状が贈呈されました。

新
　
人
権
擁
護
委
員
に

美
佐
保
　
翼
さ
ん
が
就
任

　
　
　

　
（
厳
原
町
小
茂
田
）

前人権擁護委員
平山三智子さんへ感謝状
　　　　　　（厳原町久田道）

啓
発
活
動
の
様
子
�

（
7
月
3
日
、豊
玉
町
仁
位
）�

市役所前での出発式の様子�

＝夏の交通安全県民運動＝�

「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
、�

更
正
の
援
助
」を
呼
び
掛
け
!
�

　
　
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�

み
　
さ
　
ほ
　
　
　
　
よ
く

7/13　交通安全パレード（豊玉町仁位）�

7/15　さわやか作戦（厳原町桟原）�
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７
月
17
日
の
海
の
日
に
合
わ
せ
、

海
上
保
安
思
想
の
普
及
な
ど
、
多

年
に
渡
り
海
上
保
安
業
務
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が

比
田
勝
海
上
保
安
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
、
表
彰
を
受
け
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

●
海
上
保
安
庁
長
官
表
彰

　
武
末
清
太
さ
ん（
上
対
馬
町
比
田
勝
）

　
山
田
　
明
さ
ん（
　
　
　
〃
　
　
　
）

●
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
長
表
彰
　

　
阿
比
留
冨
士
雄
さ
ん（
峰
町
青
海
）

●
海
上
保
安
協
会
門
司
地
方
本
部
長
表
彰

　
井
上
淳
輝
さ
ん（
峰
町
志
多
賀
）

　
修
行
孝
佳
さ
ん（
上
対
馬
町
比
田
勝
）

　
今
村
純
一
さ
ん（
　
　
　
〃
　
　
　
）

　
７
月
４
日
と
７
日
、
比
田
勝
海

上
保
安
署
に
よ
る
海
洋
環
境
教
室

及
び
漂
着
ご
み
調
査
が
実
施
さ
れ
、

比
田
勝
小
学
校
４
年
生
の
生
徒
27

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
海
洋
環
境
教
室
で
は
、
海
の
環

境
破
壊
に
関
す
る
犯
罪
や
対
馬
の

海
洋
環
境
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
署
員
が
資
料
や
海
図
を
用
い

な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
宇
田
浜
海
水
浴
場
で

実
施
さ
れ
た
漂
着
ご
み
調
査
で
は
、

署
員
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
児
童

自
ら
漂
着
ご
み
約
50
kg
を
回
収
し

ま
し
た
。

�
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海
の
安
全
に
貢
献�

　
　
　

　
海
上
保
安
庁
表
彰�

比
田
勝
小
４
年
生
が
環
境
学
習�

　
　
　

比
田
勝
海
上
保
安
署�

　
７
月
５
〜
７
日
、
上
対
馬
高
校

２
年
生
の
３
名
（
宮
原
慎
司
く
ん
、

武
本
龍
太
郎
く
ん
、
堀
江
和
博
く

ん
）
が
、
比
田
勝
海
上
保
安
署
で

職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
制
服
に
身
を
包
ん
だ
３
名
は
、

仕
事
に
つ
い
て
の
講
話
を
受
講
後
、

巡
視
艇
の
業
務
説
明
、
指
紋
採
取

の
実
習
の
ほ
か
、
巡
視
艇
「
あ
き

ぐ
も
」
に
よ
る
体
験
航
海
で
は
操

舵
を
握
っ
て
の
操
船
や
レ
ー
ダ
ー

を
見
た
り
、
双
眼
鏡
を
片
手
に
見

張
り
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
を
終
え
た
３
人
は
、

「
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
海

上
保
安
庁
の
仕
事
は
色
々
あ
る
こ

と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
巡
視
艇
「
あ
き
ぐ
も
」
の
吉
津

卓
夫
船
長
は
「
元
気
が
あ
っ
て
飲

み
込
み
が
は
や
い
。
ぜ
ひ
未
来
の

海
上
保
安
官
に
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
を
前
に
、
各
地
の
海
水
浴
場

で
は
海
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
水
浴
客
の
多
さ
で
は
、
対
馬

で
１
、
２
を
争
う
と
い
う
厳
原
町

の
尾
浦
海
水
浴
場
（
青
潮
の
里
）

で
は
７
月
９
日
、
対
馬
観
光
物
産

協
会
厳
原
支
部
の
主
催
に
よ
り
海

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
大
雨
が
う
そ
の
よ
う
に

晴
れ
た
天
気
と
な
っ
た
当
日
、
海

岸
で
は
悲
惨
な
海
の
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
対
馬
海
上
保
安
部
に

よ
る
水
難
救
助
や
、
市
消
防
本
部

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た

応
急
手
当
普
及
員
の
中
島
美
香
さ

ん
に
よ
る
救
命
講
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
夏
の
海
水
浴
は
楽
し
い
も
の
で

す
が
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
。
出
席
し
た

同
支
部
の
会
員
ら
は
、
真
剣
な
表

情
で
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

※前列左から武末さん、山田さん、阿比留さん、修行さん、今村さん�

比田勝小学校４年生のみなさん�

体験航海で巡視艇を操船�

尾浦海水浴場での安全祈願の様子�

 

海
水
浴
場
海
開
き  �

　
　
無
事
故
を
願
い
安
全
祈
願�

上
高
生
が�

海
上
保
安
官
を
体
験�

人
工
呼
吸
法
の
指
導
を
お
こ
な
う�

応
急
手
当
普
及
員
の
中
島
美
香
さ
ん�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
右
端
）�

あ
つ
て
る

た
か
よ
し



　
７
月
15
日
、
上
県
町
佐
護
の
井

口
浜
海
水
浴
場
で
、
地
元
上
県
支

所
の
市
職
員
を
中
心
に
約
80
名
が
、

海
岸
漂
着
ご
み
清
掃
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
30
度
を
超
え
る
暑
い

日
と
な
り
ま
し
た
が
、
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等
、

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
７
台
分
の
漂
着

ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
ご
み
の
な
い
美
し
い
対
馬
の
海

岸
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

　
７
月
１
日
、
対
馬
森
林
組
合
の

職
員
20
名
が
厳
原
町
今
屋
敷
の

金
石
城
址
石
垣
と
金
石
川
の
草
刈

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
降
雨
の
た
め
増
水
し
た
お
堀

（
金
石
川
）
に
降
り
立
ち
、
は
し

ご
を
立
て
か
け
草
を
な
ぎ
払
い
な

が
ら
移
動
し
て
い
く
早
さ
は
さ
す

が
林
業
の
プ
ロ
集
団
。
腰
ま
で
水

に
つ
か
る
悪
条
件
の
な
か
９
時
か

ら
正
午
ま
で
の
短
い
間
に
、
万
松

院
か
ら
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料

館
ま
で
の
約
３
５
０
ｍ
の
雑
草
を

刈
り
取
り
ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た

量
は
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
５
台
分
に

及
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
馬
高
校
か
ら
漁
火
公

園
ま
で
の
間
の
観
光
道
路
の
街
路

樹
の
下
刈
り
も
行
い
ま
し
た
。

　
対
馬
森
林
組
合
に
よ
る
石
垣
の

清
掃
は
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
に

な
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。

　
　
《
７
月
》

２
日
＝
国
境
マ
ラ
ソ
ン
IN
対
馬

２
〜
４
日
＝
蔚
山
郡
守
就
任
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釜
山
）

７
日
＝
市
商
工
会
青
年
部
若
い
経

　
　
　
営
者
の
主
張
大
会
・
市
政

　
　
　
説
明
会
　
　
（
加
志
々
）

10
日
＝
佐
須
坂
ト
ン
ネ
ル
整
備
期

　
　
　
成
会
第
２
回
理
事
会

12
〜
13
日
＝
全
国
市
長
会
理
事
・

　
　
　
評
議
委
員
会
合
同
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

14
日
＝
対
馬
栽
培
漁
業
振
興
公
社

　
　
　
理
事
会
・
評
議
会
、
災
害

　
　
　
見
舞
い
　
（
厳
原
管
内
）

18
日
＝
企
業
誘
致
関
係
用
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
）

19
日
＝
鳥
栖
市
長
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
栖
市
）

20
日
＝
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
評

　
　
　
議
員
会
　
　
　
（
長
崎
）

21
日
＝
「
対
馬
フ
ェ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

24
日
＝
対
馬
流
域
森
林
・
林
業
活

　
　
　
性
セ
ン
タ
ー
総
会
、
対
馬

　
　
　
林
業
公
社
理
事
会
・
総
会

25
日
＝
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
結
団
式

27
日
＝
九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
）

29
日
＝
陸
自
対
馬
駐
屯
地
納
涼
盆

　
　
　
踊
り
大
会

31
日
＝
県
離
島
医
療
圏
組
合
対
馬

　
　
　
市
３
病
院
経
営
委
員
会
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　６月10日は時の記念日。子どもたちに「時

間の大切さ」を知ってもらおうと、毎年この

日に市内の幼稚園や保育所に掛け時計をプレ

ゼントしている対馬時計商組合（鍵本俊雄組

合長）に、対馬市から感謝状が贈られました。

　同組合による掛け時計のプレゼントは、平

成14年に始められ毎年６施設に贈られてきま

した。５年目を迎えた今年で累計30個となり、

これで市内のすべての幼稚園、保育所に行き

渡たったことになります。温かい善意に感謝

いたします。

　なお、同組合では今後も時計の寄付を続け

ていくそうです。

除
草
作
業
に
励
む�

森
林
組
合
員
の
み
な
さ
ん�

森
林
組
合
職
員
が
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

対馬時計商組合へ感謝状�
市内の幼稚園・保育園へ掛け時計30個寄付�

感謝状を受け取る鍵本組合長�

市
職
員
ら
80
名
が�

井
口
浜
海
水
浴
場
を
清
掃�

垣�
き
れ
い
に�

な
り
ま
し
た�

石�
垣�
石�

か
ね
い
し
じ
ょ
う
あ
と

か
ね
い
し
が
わ

い
さ
り
び


